
（1） 平成２７年９月　　第６６号

甲府市
農業委員会だより

発行

住所

電話

編集

甲府市農業委員会

〒４００-８５８５

山梨県甲府市丸の内一丁目１８番１号

０５５−２３７−１１６１（内線７３４４）

０５５−２３７−５８９２（直通）

復興したトマトハウス！

甲府市農業委員会だより

編集委員会

− おもな内容 −
ページ

○ 建議に対する回答 	 ２

○ 農業委員会の活動と取り組み	 ３

○ 農政情報コーナー	  ４

○ 地域かわら版 	 ５

○ 農業委員会からのお知らせ	 ６

第６６号

（遠藤茂喜氏ビニールハウスにて）

（H26.2月の大雪で倒壊したハウス）

（盆花の朝市：ＪＡ甲府市穫れたてLand山城店）
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甲
府
市
へ
の
建
議
書
に
対
す
る
回
答

　
農
業
委
員
会
が
平
成
27
年
度
の
甲
府
市

農
業
施
策
に
対
し
、
行
っ
た
建
議
と
そ
れ

に
対
す
る
市
の
回
答
で
す
。

一
、
担
い
手
育
成
支
援

⑴�

就
農
者
確
保
へ
の
相
談
窓
口

及
び
情
報
提
供
に
つ
い
て

　　
農
政
課
に
お
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を
設
け
相
談
者
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
か
ら
の

情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑵�

新
規
就
農
者
へ
の
育
成
支
援

策
及
び
青
年
就
農
給
付
金
の

要
件
緩
和
に
つ
い
て

　
新
規
就
農
者
へ
の
研
修
会
や

交
流
会
、
青
年
農
業
者
会
議
に

お
い
て
は
就
農
支
援
の
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。
青
年
就
農

給
付
金
の
要
件
緩
和
に
つ
い
て

は
国
や
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

⑶
認
定
農
業
者
へ
の
経
営
改
善

　
計
画
に
つ
い
て

　
認
定
農
業
者
の
確
保
育
成
の

為
、
視
察
研
修
や
経
営
改
善
の

取
り
組
み
支
援
に
努
め
ま
す
。

ま
た
認
定
申
請
へ
の
啓
発
活
動

や
経
営
改
善
計
画
の
支
援
も
引

き
続
き
努
め
ま
す
。

二
、
基
盤
整
備
の
促
進

⑴�
リ
ニ
ア
駅
整
備
事
業
内
の
代

替
農
地
確
保
に
つ
い
て

　
エ
リ
ア
内
で
営
農
を
希
望
さ

れ
る
方
の
農
地
確
保
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
に
要
請
し
ま
す
。

⑵�

平
等
川
増
坪
堰
の
自
動
転
倒

堰
改
修
及
び
笛
吹
川
等
か
ら

の
農
業
用
水
の
取
水
改
善
に

つ
い
て

　
増
坪
堰
改
修
に
つ
い
て
は
関

係
団
体
と
協
議
し
山
梨
県
に
対

し
て
、
ま
た
取
水
改
善
に
つ
い

て
は
河
川
管
理
者
に
対
し
改
善

の
要
請
を
行
な
い
ま
す
。

⑶�

山
城
地
区
の
農
業
用
水
路
問

題
及
び
中
道
地
区
の
基
盤
整

備
に
つ
い
て

　
山
城
地
区
の
農
業
用
水
路
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
地
区
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
困
難
な
場
合
は

関
係
部
局
で
対
応
を
検
討
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
中
道
地
区
の

基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
方

病
整
備
溝
渠
含
め
現
地
調
査
に

基
づ
き
、
市
内
全
域
の
農
業
用

施
設
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

⑷�

農
業
用
水
の
水
質
保
全
及
び

農
業
振
興
地
域
内
の
下
水
道

接
続
推
進
に
つ
い
て

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
や
保
守

点
検
、
下
水
道
の
接
続
推
進
に

つ
い
て
は
関
係
部
局
が
継
続
的

に
指
導
し
ま
す
。

三
、
有
害
鳥
獣
害
防
止
対
策

⑴�

有
害
鳥
獣
害
防
止
対
策
に
つ

い
て

　
甲
府
市
鳥
獣
害
対
策
協
議
会

を
設
置
し
捕
獲
や
駆
除
に
対
し

補
助
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
侵
入
防
止
柵
の
モ
デ
ル
整

備
、
更
に
防
鳥
網
の
購
入
補
助

額
の
上
限
及
び
補
助
率
変
更
等

の
検
討
を
行
な
い
ま
す
。

四
、
耕
作
放
棄
地
対
策

⑴�

補
助
対
策
事
業
の
要
件
緩
和

市
独
自
の
事
業
に
つ
い
て

　
要
件
緩
和
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
要
請

を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
甲
府
市

農
地
銀
行
を
通
じ
て
農
地
の
流

動
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵�

耕
作
放
棄
地
解
消
後
に
つ
い
て

　
未
然
防
止
と
し
て
県
や
農
協

と
連
携
す
る
中
で
、
新
た
な
農

作
物
の
導
入
や
栽
培
指
導
に
努

め
ま
す
。
ま
た
多
様
な
担
い
手

の
確
保
や
支
援
に
も
努
め
ま
す
。

更
に
、
耕
作
放
棄
地
の
未
然
防

止
に
取
り
組
む
組
織
を
対
象
に

研
修
を
実
施
し
ま
す
。

五
、
そ
の
他

⑴�

農
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
農
業
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

を
考
え
る
庁
内
検
討
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
、
関
係
部
署

と
協
議
を
行
な
い
検
討
し
ま

す
。

⑵�

風
土
記
の
丘
農
産
物
直
売
所

へ
の
行
政
支
援
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
と
連
携
し
直
売

所
を
通
じ
て
農
畜
産
物
の
普
及

宣
伝
、
６
次
産
業
化
へ
の
支
援

更
に
、
農
産
物
確
保
の
栽
培
指

導
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

平
成
27
年
度

地区内の農業用水路

農地流動化の取り組み農地銀行の契約



（3） 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り 平成２７年９月　　第６６号

　
平
成
27
年
4
月
30
日
（
木
）

に
善
光
寺
町
で
農
業
委
員
に
よ

る
農
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
調
査
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る

太
陽
光
発
電
施
設
へ
の
農
地
転

用
の
中
で
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と

呼
ば
れ
る
出
力
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト

以
上
の
施
設
で
、
農
地
と
山
林

を
含
め
た
総
事
業
面
積
が
１
７
，

７
２
６
㎡
と
い
う
広
大
な
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
以
前
こ
の
施
設
の
景

観
が
新
聞
報
道
で
話
題
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
甲
府
市
で
も

対
応
が
検
討
さ
れ
、
平
成
27
年

4
月
よ
り
甲
府
市
内
で
一
定
規

模
以
上
の
太
陽
光
発
電
施
設
を

設
置
す
る
場
合
は
届
出
が
義
務

化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
農
地
調
査
で
は
、
転

用
事
業
者
か
ら
直
接
現
地
で
懸

案
事
項
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
、
会
長
を
は
じ

め
農
業
委
員
と
の
活
発
な
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
※
事
業
者
の
主
な
対
応
内
容

１
　
防
災
へ
の
配
慮

　
土
溝
や
Ｕ
字
溝
を
設
置
し
て

排
水
し
、
土
砂
に
つ
い
て
も
、

周
辺
に
石
垣
を
積
ん
で
流
出
を

防
ぐ
よ
う
対
策
す
る
。

２
　
景
観
へ
の
配
慮

　
ク
ロ
ー
バ
ー
等
の
植
物
を
敷

き
詰
め
る
な
ど
緑
化
に
務
め
る
。

３
　
周
辺
農
地
等
へ
の
配
慮

　
排
水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う

土
を
盛
っ
て
対
策
す
る
と
と
も

に
、
施
設
の
周
囲
に
フ
ェ
ン
ス

を
設
け
、
鳥
獣
被
害
、
不
法
投

棄
な
ど
の
い
た
ず
ら
防
止
に
も

配
慮
す
る
。

　
甲
府
市
農
業
委
員
会
で
は
、

今
後
も
農
地
転
用
に
お
け
る
周

辺
農
地
や
地
域
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、
農
地
調
査
を
行
う
な
か

で
転
用
事
業
者
に
適
切
な
対
応

を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

 
 

 

　
平
成
27
年
4
月
16
日
（
木
）

に
中
道
公
民
館
に
て
中
道
地
区

農
地
銀
行
推
進
員
・
農
業
委
員

合
同
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
会
議
に
は
、
中
道
地

域
を
拠
点
に
耕
作
地
を
求
め
て

い
る
新
規
就
農
者
６
人
が
招
か

れ
、
耕
作
地
を
希
望
す
る
地
区

の
農
地
銀
行
推
進
員
や
農
業
委

員
と
一
同
に
会
し
、
双
方
の
顔

合
わ
せ
と
情
報
交
換
を
通
し
て
、

就
農
者
の
今
後
の
営
農
の
充
実

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
規
就
農
者
か
ら
は
、
現
在

の
経
営
状
況
や
今
後
の
抱
負
な

ど
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
ま
た

農
地
銀
行
推
進
員
や
農
業
委
員

か
ら
は
、
地
元
農
地
の
現
状
や

営
農
の
特
徴
な
ど
の
説
明
の
他
、

就
農
へ
の
助
言
や
注
意
点
、
更

に
は
意
気
込
み
を
訊
ね
る
質
問

も
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
新
規
就
農
者
か
ら

は
、
今
後
の
営
農
を
進
め
る
上

で
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
事
が
で
き
、
何
よ
り
も
地

元
農
地
を
求
め
る
上
で
相
談
が

で
き
る
人
を
身
近
に
知
る
事
が

で
き
、
と
て
も
心
強
い
限
り
と

好
評
で
あ
り
ま
し
た
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の

為
に
設
置
さ
れ
て
い
る
『
電
気

柵
』
は
高
圧
電
流
に
よ
る
電
気

刺
激
に
よ
っ
て
、
有
害
鳥
獣
の

侵
入
を
防
止
す
る
『
柵
（
さ
く
）』

の
こ
と
で
す
。
触
れ
た
場
合
に

は
感
電
し
て
重
大
な
事
故
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

柵
へ
の
接
近
や
接
触
に
は
、
細

心
の
注
意
を
払
う
と
共
に
、
家

族
や
周
囲
の
人
に
も
十
分
な
注

意
を
促
し
て
下
さ
い
。
　

　
ま
た
『
電
気
柵
』
設
置
者
に

お
い
て
は
、
電
圧
の
大
き
さ
に

か
か
わ
ら
ず
、
周
囲
の
人
が
容

易
に
確
認
で
き
る
位
置
に
看
板

等
で
注
意
喚
起
を
し
て
下
さ
い
。

農
業
委
員
会
の
活
動
と
取
り
組
み

善光寺町での農地調査

新規就農者との質疑応答

大
規
模
太
陽
光
発
電

施
設
の
農
地
調
査

中
道
地
区
農
地
銀
行

推
進
員
会
議

感

電

注

意

！

『
電
気
柵
』触
れ
な
い
よ
う
に『電気柵』の注意喚起
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県
外
か
ら
県
内
に
移
住
し
、

親
族
の
農
業
経
営
体
に
就
農
す

る
農
家
子
弟
を
支
援
す
る
た
め
、

１
人
あ
た
り
年
間
１
５
０
万
円

を
最
長
２
年
間
交
付
し
ま
す
。

◆
要
件
（
①
～
⑦
の
全
て
を
満

た
す
方
）

①
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
に

県
外
か
ら
県
内
に
移
住
し
た
方

②
三
親
等
以
内
の
親
族
の
農
業

経
営
体
に
就
農
し
た
方

③
就
農
時
の
年
齢
が
55
歳
未
満

の
方

④
就
農
し
た
農
業
経
営
体
で
の

農
業
従
事
日
数
が
年
間
１
５
０

日
か
つ
年
間
１
２
０
０
時
間
以

上
と
見
込
ま
れ
る
方

⑤
就
農
し
た
経
営
体
か
ら
給
与

の
支
払
い
が
行
わ
れ
る
方

⑥
就
農
し
た
経
営
体
に
、
継
続

的
に
専
従
す
る
見
込
み
が
あ
り
、

将
来
的
に
経
営
継
承
す
る
意
思

が
あ
る
方

⑦
青
年
就
農
給
付
金
を
受
給
し

な
い
方

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

山
梨
県
中
北
農
務
事
務
所 

　
℡ 

０
５
５
１
ー
２
３
ー
３
２
９
２

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
甲
府
市

農
政
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◆
平
成
24
年
度
に
策
定
し
た
「
北

部
山
付
東
部
果
樹
地
域
」「
南
部

平
坦
地
域
」「
中
道
上
九
一
色
地

域
」
の
３
つ
の
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
平
成
27
年

３
月
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
見
直
し
の
主
な
内
容
は
、

①
今
後
地
域
の
中
心
と
な
る
経

営
体
の
追
加
（
新
規
就
農
者
）

②
「
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営

体
か
ら
見
て
、
担
い
手
は
充
分

確
保
さ
れ
て
い
る
か
」
の
記
述

の
追
加

③
将
来
の
農
地
利
用
の
あ
り
方

の
変
更

④
将
来
の
農
地
利
用
の
あ
り
方

に
向
け
た
、
農
地
中
間
管
理
機

構
の
活
用
方
針
の
記
述
の
追
加

で
す
。

　
今
後
も
「
中
心
と
な
る
経
営

体
」
の
追
加
等
、
随
時
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
七
覚
地
域
」
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
中
道
地
区
の
七
覚
地
域
で
は
、

集
落
内
に
お
い
て
共
同
で
遊
休

農
地
を
解
消
し
、
農
地
の
維
持

管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
本
格
的
に
農
業
生
産
を

行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
６
次

産
業
化
や
法
人
化
に
向
け
て
取

り
組
む
方
針
で
、
こ
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、「
七
覚
地

域
」
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
地
域
的
な
取
り
組
み
に
お
い

て
も
、
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
作
成
等
に
よ
り
支
援
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

農
政
課
　
振
興
係

　
℡ 

２
９
８
―
４
８
３
３

　
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
る

農
地
を
再
生
し
借
受
け
を
す
る

場
合
、
借
受
け
者
が
負
担
す
る

再
生
費
用
の
50
％
を
、
一
定
の

条
件
に
よ
り
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

や
保
全
管
理
を
行
う
場
合
、
一

定
の
要
件
に
基
づ
き
ハ
ン
マ
ー

ナ
イ
フ
モ
ア
を
無
料
で
貸
出
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

農
業
セ
ン
タ
ー

　
℡ 

２
４
１
―
５
６
１
６

　「
農
林
業
と
市
民
と
の
ふ
れ
あ

い
」
と
「
地
産
地
消
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
、
第
42
回
甲
府
市
農

林
業
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
功
労
者
へ
の
表
彰
の
ほ
か
、

旬
の
農
林
産
物
や
特
産
物
の
販

売
、
木
工
細
工
教
室
、
野
菜
つ

り
、
大
和
郡
山
市
（
姉
妹
都
市
）

の
協
力
に
よ
る
金
魚
す
く
い
、

大
根
の
収
穫
体
験
な
ど
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
市
の
花
ナ
デ
シ
コ

を
は
じ
め
甲
府
の
食
材
を
使
っ

た
こ
う
ふ
汁
、
甘
酒
の
無
料
配

布
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
数
量
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し

下
さ
い
。

　
ま
た
、
園
芸
相
談
や
各
種
行

政
相
談
も
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時

　
11
月
３
日
（
火
）
文
化
の
日

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
会
場

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

山
梨

　
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム
前

農
政
課
　
振
興
係

　
℡ 

２
９
８
―
４
８
３
４

農
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

甲 

府 

市 

農 

政 

課

農
家
子
弟
Ｕ
タ
ー
ン

就
農
支
援
に
つ
い
て

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　
　
を
見
直
し
ま
し
た

耕

作

放

棄

地

対

策

第
42
回
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り



（5） 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り 平成２７年９月　　第６６号

白
井
町
に
あ
る
小
さ
な
た
め
池

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
白
井
町　

農
業
委
員

土
屋
　
三
千
雄

　
白
井
町
に
あ
る
た
め
池
の
こ

と
を
地
元
の
人
た
ち
は
つ
つ
み

4

4

4

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
白
井
町
の

集
落
の
東
南
東
の
小
高
い
所
に

位
置
し
、
笛
吹
市
境
川
町
と
の

境
界
に
あ
り
ま
す
。
た
め
池
の

南
側
に
は
中
央
道
が
走
り
、
さ

ら
に
そ
の
南
側
に
は
境
川
自
転

車
競
技
場
が
あ
り
ま
す
。

　
た
め
池
の
敷
地
面
積
は

二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
貯

水
池
部
分
が
千
八
百
平
方
メ
ー

ト
ル
水
深
三
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、

単
純
計
算
す
る
と
五
千
四
百
立

方
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
と
な
り
ま

す
。

　
現
在
は
リ
ニ
ア
建
設
関
連
の

残
土
搬
入
路
拡
幅
の
た
め
、
以

前
よ
り
貯
水
面
積
は
減
り
ま
し

た
が
、
白
井
町
南
耕
地
の
地
権

者
が
水
利
権
を
持
つ
こ
の
た
め

池
の
水
は
、
今
で
も
水
利
組
合

長
を
中
心
に
維
持
管
理
さ
れ
て

お
り
、
農
業
用
水
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
め
池
は
東
側
の
道
路
を
挟

ん
だ
堰
か
ら
取
水
し
、
西
側
の

排
水
口
に
木
栓
が
あ
り
、
一
番

高
い
位
置
の
木
栓
は
抜
い
て
あ

り
ま
す
。
そ
の
高
い
木
栓
ま
で

水
が
溜
ま
る
と
、
水
が
流
れ
出

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
東
側
の
取
水
堰
に
水
が

流
れ
て
い
る
限
り
、
貯
水
池
の

水
が
減
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
が
若
い
頃
南
耕
地
の
地
権

者
た
ち
は
、
田
植
え
時
に
な
る

と
水
の
確
保
を
競
っ
た
も
の
で

し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
田
植
え

を
す
る
農
家
は
七
軒
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
時
代
は
移
り

現
在
で
は
水
田
地
帯
か
ら
果
樹

地
帯
と
な
り
当
時
と
は
地
域
の

風
景
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
池
は
地
域
で
も
大

変
愛
さ
れ
て
お
り
、
池
の
右
隅

に
は
御
水
神
様
が
祀
ら
れ
、
毎

年
八
月
の
最
終
日
曜
日
に
は
南

耕
地
の
関
係
者
た
ち
で
お
祭
り

を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
池
に
は
鯉
や
鮒
な

ど
の
淡
水
魚
を
始
め
亀
な
ど
の

水
生
生
物
、
更
に
は
様
々
な
水

生
昆
虫
も
生
息
し
て
お
り
、
そ

の
昆
虫
や
小
魚
を
餌
に
野
鳥
も

飛
来
し
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
た
め
池
の
右
側
の
堤

防
の
上
に
は
桜
の
木
が
植
え
ら

れ
て
あ
り
、
満
開
の
頃
に
は
素

晴
ら
し
い
情
景
と
な
り
ま
す
。

　
地
元
の
人
以
外
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
小
さ
な
た
め

池
、
興
味
の
あ
る
方
は
訪
れ
て

見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

養
蚕
か
ら
の
移
り
変
り

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
東
光
寺
二
丁
目
　
農
業
委
員

中
川
　
貴
子

　
自
宅
の
周
辺
で
は
春
か
ら
夏

に
掛
け
て
ぶ
ど
う
棚
全
体
が
、

緑
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
様
に

「
ぶ
ど
う
の
葉
」
で
覆
い
尽
く

さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
夏
が
終
わ
る
頃
に
は

ル
ビ
ー
色
を
始
め
と
す
る
様
々

な
輝
き
の
実
り
で
、
収
穫
時
期

を
向
か
え
ま
す
。

　
現
在
の
東
光
寺
周
辺
は
こ
の

風
景
が
一
般
的
で
あ
り
、
果
樹

地
帯
と
し
て
ぶ
ど
う
に
よ
る
農

業
生
産
が
盛
ん
な
地
区
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
善
光
寺
・
東
光
寺
・
酒
折
の
３

町
の
地
域
的
な
特
徴
と
し
て
、

板
垣
山
や
愛
宕
山
と
隣
接
し
て

お
り
、
い
ず
れ
の
地
区
も
北
部

は
山
林
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
地
利
用
的
に
は
、
平
坦
地

部
分
及
び
傾
斜
地
の
一
部
を
、

宅
地
や
農
地
等
の
生
活
居
住
部

分
と
し
て
活
用
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
周
辺
に
は
多
く

の
寺
社
や
、
酒
折
古
墳
群
と
い

わ
れ
る
様
々
な
名
所
旧
跡
が
点

在
し
て
お
り
好
環
境
な
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
理
的
条
件
の

中
、
昭
和
初
期
こ
の
周
辺
の
大

半
の
農
家
は
、
水
稲
や
麦
、
畑

作
で
は
桑
の
栽
培
と
併
せ
て
養

蚕
業（
春
蚕
・
夏
秋
蚕
・
晩
秋
蚕
）

及
び
、
雑
穀
栽
培
に
よ
る
収
入

で
生
計
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
戦
後
の
農
業
経
営
で

は
養
蚕
業
か
ら
の
転
換
を
図

り
、
ぶ
ど
う
栽
培
を
営
む
農
家

が
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ぶ
ど
う
栽
培
の
中
で
も
新
品

種
の
開
発
者
、
ワ
イ
ン
の
ぶ
ど

う
栽
培
家
な
ど
、
地
域
で
は
ぶ

ど
う
農
家
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。

地
域
か
わ
ら
版

事業着工前の竜華池

御水神様

傾斜地のぶどう棚

ため池（つつみ）全景



（6）平成２７年９月　　第６６号 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り

★ 

農
業
者
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

★ 

終
身
年
金
で
す
、
万
一
80
歳

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で

も
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
。

★ 

保
険
料
の
額
は
自
由
に
設
定

で
き
ま
す
。

　（
月
額
２
万
〜
６
万
７
千
円
）

★ 

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
、

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

★ 

保
険
料
の
補
助
を
受
け
ら
れ

る
場
合
の
方
も
い
ま
す
。
　

（
い
く
つ
か
の
条
件
あ
り
）

 
　
甲
府
市
議
会
か
ら
の
議
会
推

薦
に
よ
る
農
業
委
員
に
７
月
１

日
付
け
で
、
植
田
年
美
委
員
、

山
中
和
男
委
員
が
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
池
谷
陸
雄
委
員
、
兵
道
顕
司

委
員
に
は
、
長
い
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
甲
府
市
西
油
川
町

・
中
ブ
ロ
ッ
ク

・
甲
府
市
上
石
田
二
丁
目

・
中
ブ
ロ
ッ
ク

  

受
給
者
名
義
へ
の
再
変
更
は

　
禁
止
「
名
義
は
後
継
者
で
す
」

①
農
業
所
得
の
納
税
申
告
名
義

②
経
営
所
得
安
定
対
策
申
請
名
義

③
農
業
共
済
の
共
済
関
連
名
義

④
農
業
協
同
組
合
員
名
義

⑤
土
地
改
良
区
組
合
員
名
義

　
経
営
移
譲
年
金
受
給
者
が
①

〜
⑤
の
諸
名
義
を
受
給
者
名
義

に
再
変
更
す
る
こ
と
は
支
給
停

止
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
ご
注

意
下
さ
い
。

　
甲
府
市
に
お
い
て
も
平
成

26
年
２
月
14
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
の
豪
雪
に
よ
り
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
損

傷
な
ど
多
大
な
る
農
業
被
害

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
の
写
真
は
雪
害
か

ら
再
建
さ
れ
た
遠
藤
茂
喜
さ

ん
所
有
の
ト
マ
ト
栽
培
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
す
。（
小
さ

な
写
真
は
雪
害
に
遭
っ
た
当

時
の
様
子
で
す
）

★
盆
花
の
朝
市

　
Ｊ
Ａ
甲
府
市
穫
れ
た
て
ラ

ン
ド
山
城
店
で
の
旧
盆
用
切

花
の
販
売
風
景
で
す
。
価
格
・

品
質
・
彩
り
に
お
い
て
十
分
に

満
足
で
き
、
両
腕
に
何
束
も

抱
え
込
む
ほ
ど
買
い
求
め
る

方
々
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
地
域
か
わ
ら
版
の
寄
稿
を

始
め
編
集
委
員
の
皆
様
始
め
、

原
稿
や
写
真
、
さ
ら
に
取
材
に

応
じ
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

　
農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
農

地
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
本
年
４
月
か
ら
、
農
地
台
帳

と
地
図
情
報
の
公
表
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
農
業
委
員
会
窓

口
で
始
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

公
表
農
地
は
市
街
化
調
整
区
域

の
み
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
全
国

農
地
ナ
ビ
」
を
検
索
し
て
ご
参

照
下
さ
い
。

　
農
地
法
第
三
十
条
に
基
づ
き

10
月
か
ら
市
内
全
農
地
を
対
象

に
遊
休
農
地
の
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
時
の
農
地
へ
の
立
ち

入
り
や
聞
き
取
り
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

植
う え だ と し み

田年美委員山
やまなかかずお

中和男委員

農
地
を
転
用
す
る
際
は
必
ず

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
農
地
法
に
よ
る
転
用
許
可

申
請
受
付
締
切
り
は
毎
月
10

日
で
す
、
届
出
は
随
時
受
付
。

　
無
断
転
用
は

　
　
　
　
違
法
行
為
で
す
！

　
農
地
を
相
続
等
で
取
得
し

た
場
合
農
業
委
員
会
へ
届
出

願
い
ま
す
、
相
続
し
た
関
係

書
類
を
ご
持
参
下
さ
い
。

表
紙
写
真
の
紹
介

★
平
成
26
年
豪
雪
か
ら
の
再
建

農
業
委
員
さ
ん
が

　
　
　
代
わ
り
ま
し
た

老
後
の
備
え
と
し
て

農
業
者
年
金
へ
ご
加
入
下
さ
い 

農
地
の
利
用
状
況

　
　
　
　
調
査
を
行
い
ま
す

農
地
台
帳
と

　
　  

地
図
情
報
の
公
表
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